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今
年
も
暑
い
夏
が
到
来
し
ま
し
た
。
こ
の
１
０
～
２

０
年
で
私
た
ち
を
取
り
巻
く
気
候
環
境
は
様
変
わ
り
し

ま
し
た
。
連
日
、
日
中
は
最
高
気
温
３
５
度
を
超
え
る

猛
暑
日
が
続
き
、
そ
の
結
果
、
夕
方
に
は
大
気
が
不
安

定
と
な
り
、
天
気
が
急
変
、
雷
を
伴
う
短
時
間
強
雨
が

発
生
し
ま
す
。
以
前
で
は
考
え
ら
れ
な
か
っ
た
天
気
が

続
き
、
局
地
的
に
は
大
雨
に
よ
る
災
害
、
つ
ま
り
浸
水

害
、
洪
水
害
、
土
砂
災
害
が
発
生
し
、
甚
大
な
被
害
を

も
た
ら
し
て
い
ま
す
。

自
然
の
力
に
は
到
底
抗
え
ま
せ
ん
が
、
最
近
、
気
象

神
社
に
は
「
晴
天
祈
願
」
は
も
ち
ろ
ん
で
す
が
、
こ
の

気
候
変
動
、
異
常
気
象
に
よ
る
気
象
災
害
が
少
し
で
も

落
ち
着
く
こ
と
を
祈
願
す
る
参
拝
者
が
増
え
て
お
り
ま

す
。
大
難
が
小
難
と
な
る
こ
と
を
祈
念
し
ま
す
。

気象神社でも日最高気温３５℃以上の猛暑日が続いています

大気が不安定になる？！
この時期に天気予報でよく耳にする「大気が不安定になる」
とは、どういうことでしょうか？それは地上の上空(基準は上
空５５００ｍあたり)との気温差が大きく(４０℃程度)なったと
きに、大気は不安定になります。この時期のように地上が高温
となる時(さらに上空に強い寒気が入る時)は、対流という空気
の上下運動が活発になり、そこで上昇流が発生して、積乱雲が
発生します。

暑さ指数(WBGT)
暑さ指数(Wet Bulb Global Temperature)は熱中症を予防するこ
とを目的として１９５４年にアメリカで提案された指標です。
人体と外気との熱のやりとり(熱収支)に着目した指標で、人体
の熱収支に大きな影響を与える①湿度②日射③気温の３つを取
り入れた指標です。以下が暑さ指数の目安です。

３１以上：危険
２８以上３１未満：厳重警戒
２５以上２８未満：警戒
２５未満：注意

上の気象神社電子表示板では
暑さ指数が31.2℃以上で
「危険」となっています。
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～高円寺氷川神社 令和６年 神幸祭～

昨
年
は
４
年
ぶ
り
に
神
幸
祭
を
斎
行
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
氷
川
神
社
で
は
令
和

元
年
の
御
代
変
わ
り
の
年
に
本
社
神
輿
が
誕

生
し
、
氷
川
神
社
、
そ
し
て
高
円
寺
氏
子
地

域
で
初
め
て
の
神
幸
祭
を
斎
行
す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
今
年
も
昨
年
同
様
の
内
容
で

の
開
催
で
あ
り
ま
す
が
、
氏
子
地
域
の
皆
様

に
は
立
派
な
本
社
神
輿
を
見
て
戴
け
れ
ば
と

思
い
ま
す
。

令和６年８月２４日(土) 

１０：００～１１：００
開祭式、式典、神事

１１：００～１２：００
神輿渡御

令和５年神幸祭
本社神輿の宮入りの様子
総勢１５０名の神輿渡御となりました

【本社神輿巡幸ルート】

高
円
寺
駅
の
北
口
南
口
周
辺
の
車
道
を
本
社
神
輿
が
巡
幸
し
ま
す
。

大
変
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
す
が
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を
宜
し
く

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す

宮頭の紹介 (高円寺氷川神社本社神輿) 上野徹雄さん(本社神輿宮頭)
神
幸
祭
前
に
上
野
さ
ん
よ
り
一
言
戴
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
の
で
紹

介
さ
せ
て
戴
き
ま
す
。
上
野
さ
ん
の
お
言
葉
か
ら
、
本
社
神
輿
の
巡

幸
が
改
め
て
氏
子
地
域
に
と
っ
て
素
晴
ら
し
い
こ
と
で
あ
る
と
再
認

識
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

私は高円寺生まれ高円寺育ちの三代続く鳶職です。鳶職の頭たちは、江戸時代から本来の土木
建築の仕事のほかに町火消の役割も担っていました。建物の構造を熟知している鳶が屋根に登り
纏（まとい）を振り、放水ではなく建物を壊すことで消火したのです。そして享保３年徳川幕府
八代将軍吉宗の時代、江戸の大火により地区ごとに町火消が誕生しました（いろは４８組）。
鳶は建前、祭禮、婚礼などで木遣りを歌います。木遣りは、町火消の流れを汲む団体として創
設された「一般社団法人江戸消防記念会」の会員によって、纏や梯子乗りと共に受け継がれ歌わ
れています。また「江戸鳶木遣」は江戸の庶民が残した貴重な文化財として、東京都の無形文化
財に指定されています。２０２１年の東京オリンピック・パラリンピックでは全世界に向けて、
江戸消防記念会による木遣り歌が伝統芸能として披露されました。また令和元年の氷川神社神幸
祭では江戸消防記念会第九区七番組の木遣り歌を披露させて戴きました。
神幸祭に向けて、春から関係者と打ち合わせを重ねてきました。江戸消防記念会は登場しませ
んが、昨年に続き、氏子地域を巡幸する御神輿をたくさんの方に見ていただけるように当日まで
協力していただける方と力を合わせていきたいと思います。
御神輿渡御は、その町を守る神様が力を降り注ぎ厄払いができるといわれてます。氷川神社の
本社神輿が氏子地域を巡幸することで、御神輿本来の意味を持ち、街全体の無病息災繁栄を見守
り続けていただけることと思います。是非、８月２４日(土)１１時より御神輿渡御を見にお立ち
寄りください。

◆
「
Ｓ
Ｋ
Ｙ

Ｗ
Ａ
Ｒ
Ｄ
」
で

気
象
神
社
が
紹
介
さ
れ
ま
し
た

日
本
航
空(

Ｊ
Ａ
Ｌ)

が
毎
月
発
刊
し
て
い
る
機
内

誌
「
Ｓ
Ｋ
Ｙ

Ｗ
Ａ
Ｒ
Ｄ
」
の
６
月
号
で
気
象
神
社

と
授
与
品
の
一
部
が
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
機

内
誌
を
ご
覧
に
な
ら
れ
た
旅
行
者
の
多
く
が
、
気

象
神
社
に
ご
参
拝
に
お
越
し
に
な
り
ま
し
た
。
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★
か
つ
て
の
こ
う
え
ん
じ
ん
★

～
第
十
話
～
徳
川
家
光
小
沢
村
か
ら
高
円
寺
村
へ 

狩
野
俊

未
来
を
想
像
す
る
ほ
う
が
、
過
去
を
想
う
よ
り
も
、
容
易
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
例
え
ば
、
高
円
寺
の
駅
は
も
ち
ろ
ん
、
中
央
線
が

な
か
っ
た
時
代
の
風
景
を
思
い
浮
か
べ
る
の
は
、
今
と
な
っ
て
は
難
し
い
こ
と
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
か
つ
て
の
高
円
寺
村
は
、
そ

の
昔
、
小
沢
村
と
名
乗
っ
て
い
ま
し
た
。
小
さ
な
小
川
が
流
れ
る
、
起
伏
に
飛
ん
だ
村
、
と
い
う
意
味
で
し
ょ
う
。
地
味
な
名
前
の
村

で
し
た
。

江
戸
の
街
や
、
幕
藩
体
制
を
確
立
し
た
、
と
言
わ
れ
て
い
る
、
三
代
将
軍
徳
川
家
光
は
初
代
将
軍
の
家
康
を
大
い
に
尊
敬
し
、
そ
の

嫡
孫
で
あ
る
と
い
う
の
を
誇
り
に
し
て
い
ま
し
た
。
家
康
が
亡
く
な
っ
た
の
は
元
和
二
年
（
１
６
１
６
年
）
で
、
享
年
は5

歳
で
し
た
。

当
時
と
し
て
は
破
格
の
長
命
で
、
亡
く
な
る
前
年
に
は
大
阪
夏
の
陣
に
臨
み
、
自
ら
の
手
で
豊
臣
家
の
命
脈
を
絶
つ
な
ど
、
気
力
と
体

力
に
満
ち
て
い
た
晩
年
を
送
り
ま
し
た
。
長
寿
と
健
康
が
江
戸
幕
府
の
源
泉
と
言
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
で
し
ょ
う
。
家
康
は
自
ら
薬

を
調
合
し
、
食
事
に
も
気
を
使
い
、
何
よ
り
も
運
動
が
健
康
の
秘
訣
と
心
得
、
時
を
つ
く
り
鷹
狩
を
行
っ
て
い
ま
し
た
。

家
光
も
そ
れ
を
模
範
に
、
鷹
狩
を
盛
ん
に
行
っ
て
い
た
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
家
光
が
鷹
狩
り
の
休
息
所
と
し
て
高
円
寺
に
入

り
、
宿
鳳
山
と
号
し
て
い
た
同
寺
の
和
尚
六
世
大
和
尚
無
倫
と
親
交
を
も
ち
、
や
が
て
和
尚
は
江
戸
城
に
も
登
り
、
城
内
で
家
光
に
法

話
を
聞
か
せ
た
そ
う
で
す
。
境
内
に
は
、
家
光
お
手
植
え
の
樹
木
や
、
下
賜
さ
れ
た
茶
の
木
が
あ
っ
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

お
隣
の
中
野
は
、
平
将
門
が
藤
原
秀
郷
、
源
経
基
の
連
合
軍
と
、
武
蔵
中
野
ケ
原
で
戦
っ
た
と
、
歴
史
に
残
っ
て
い
る
古
い
地
名
で

す
。
阿
佐
ヶ
谷
も
、
室
町
前
期
の
資
料
に
「
あ
さ
か
や
と
の
」
と
あ
り
、
こ
れ
は
平
氏
の
流
れ
を
く
む
、
江
戸
氏
の
枝
流
で
あ
る
阿

佐
ヶ
谷
氏
の
こ
と
だ
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
和
田
は
、
鎌
倉
の
豪
族
和
田
義
盛
の
館
跡
か
ら
付
け
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
小
沢
村
は
、
周

辺
を
歴
史
の
あ
る
地
名
に
囲
ま
れ
て
い
ま
し
た
。
こ
れ
に
対
抗
す
る
よ
う
に
、
や
が
て
こ
の
地
味
な
名
前
の
村
は
、
将
軍
家
と
所
縁
の

深
い
寺
の
名
を
地
名
と
し
、
高
円
寺
村
に
な
り
ま
し
た
。
江
戸
後
期
に
編
纂
さ
れ
た
『
新
編
武
蔵
風
土
記
稿
』
に
武
蔵
国
高
円
寺
村
の

項
が
書
か
れ
る
ま
で
に
な
っ
た
の
で
す
。

家
光
は
現
在
の
、
中
野
区
、
杉
並
区
、
練
馬
区
、
武
蔵
野
市
内
の
九
十
四
ケ
村
を
御
鷹
場
に
指
定
し
ま
す
。
こ
れ
を
管
理
す
る
た
め

に
、
高
円
寺
村
の
東
に
鳥
見
役
が
屋
敷
を
構
え
ま
し
た
。
将
軍
家
、
御
三
家
、
御
三
卿
な
ど
、
位
の
高
い
方
々
が
鷹
狩
に
訪
れ
る
た
め
、

屋
敷
の
中
に
は
高
貴
な
方
々
が
休
息
さ
れ
る
だ
け
の
部
屋
も
設
け
、
立
派
な
つ
く
り
だ
っ
た
そ
う
で
す
。
鳥
見
役
は
、
ス
ズ
メ
な
ど
の

野
鳥
を
追
い
払
う
な
、
許
可
な
く
釣
り
を
し
て
は
な
ら
な
い
、
畑
に
苗
木
を
植
え
て
は
い
け
な
い
、
犬
を
放
し
飼
い
に
す
る
な
、
等
々

細
か
く
多
岐
に
渡
っ
た
禁
令
を
設
け
、
村
を
支
配
し
ま
し
た
。
当
時
、
農
業
で
生
計
を
立
て
て
い
た
高
円
寺
村
の
人
々
に
と
っ
て
、
こ

の
鷹
が
獲
物
と
す
る
野
鳥
を
生
息
さ
せ
る
よ
う
な
禁
令
は
、
畑
の
種
を
食
べ
る
天
敵
を
保
護
す
る
と
い
う
大
変
厳
し
い
も
の
で
し
た
。

将
軍
直
轄
の
若
年
寄
の
支
配
下
に
あ
る
鳥
見
役
は
、
勘
定
奉
行
の
下
に
い
る
代
官
や
旗
本
領
の
役
人
よ
り
も
格
上
で
、
こ
の
矛
盾
し

た
現
状
を
受
け
入
れ
る
し
か
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
鷹
狩
は
、
平
時
の
軍
事
演
習
の
意
味
合
い
を
持
つ
、
武
士
の
根
幹
を
成
す
嗜
み
で

も
あ
り
ま
し
た
。

鳥
見
役
へ
の
恨
み
は
大
変
深
く
ま
た
重
く
。
慶
応
三
年
に
御
鷹
場
が
廃
止
さ
れ
る
と
、
高
円
寺
村
の
人
々
は
、
こ
こ
ぞ
と
ば
か
り
に

鳥
見
役
の
屋
敷
を
打
ち
こ
わ
し
、
役
人
に
狼
藉
を
働
き
追
い
出
し
た
そ
う
で
す
。

高
円
寺
と
い
う
土
地
の
記
憶
と
、
地
名
に
込
め
ら
れ
た
当
時
の
人
々
の
想
い
を
、
今
回
は
書
い
て
み
ま
し
た
。

参
考
文
献
「
高
円
寺

村
か
ら
街
へ
」
高
円
寺
パ
ル
史
誌
編
集
委
員
会
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ひ
か
わ
２
２
１
号
を
お
送
り
し

ま
し
た
。
連
日
、
日
最
高
気
温
３

５
度
を
超
え
る
「
猛
暑
日
」
が
各

地
で
続
い
て
い
ま
す
。
最
近
は
気

温
に
加
え
て
、
湿
度
や
日
射
量
も

考
慮
し
た
「
暑
さ
指
数
」
が
発
表

さ
れ
、
熱
中
症
へ
の
警
戒
も
呼
び

掛
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

夏
越
の
大
祓
も
終
わ
り
、
次
は

い
よ
い
よ
夏
の
例
大
祭
、
神
幸
祭

で
す
。
高
円
寺
名
物
阿
波
踊
り
も

同
日
開
催
、
高
円
寺
が
最
も
熱
く

な
る
時
期
で
す
。
暑
さ
に
負
け
ず
、

日
々
地
道
に
準
備
を
し
て
い
き
ま

す
。
今
後
と
も
宜
し
く
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。
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氏
子
地
域
の
盆
栽
屋

ラ
ビ
ア

デ
ッ
ソ
様
が
毎
月
盆
栽
を
神
社
に

届
け
て
く
れ
て
い
ま
す
。
素
敵
な

盆
栽
を
毎
月
紹
介
し
て
い
き
ま
す
。

◆
ご
祈
祷
の
ご
案
内

【氷川神社】
・太陽の三つ巴
・夏のヤシの木とヤドカリさん

 【気象神社】
・青透明色の海
・真っ白な夏の雲
※公式サイトに過去の御朱印を
掲載してますので、ご覧ください。

今
月
の
盆
栽

編
集
後
記

生命の言葉(令和六年八月)

令和６年８月の御朱印

今
月
の
御
朱
印

氷
川
神
社
で
は
各
種
祈
祷
を
承
っ
て

お
り
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
神
社
ま
で

お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

ま
た
気
象
神
社
で
は
晴
天
祈
願
を
は

じ
め
と
す
る
各
種
祈
願
を
承
っ
て
お
り

ま
す
。(

会
社
、
法
人
、
団
体
様
の
み
が

対
象
と
な
り
ま
す)

今月の花手水

いのち

神
の
鏡
の
曇
る
時
な
き
が
如
く
、
人
の
心

を
磨
い
て
、
常
に
清
浄
、
正
直
な
心
を
持

ち
得
る
よ
う
に
心
の
底
か
ら
努
力
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。

お
知
ら
せ

氷川神社 例大祭
日時：８月２５日(日) １０時
・エルガーハウスの子どもたちによる出店、
キッチンカー、地元のお店などの出店、
大道芸人による飴細工作りなどを予定
しています。

  ・19時前後に閉門となります。(予定)

◆
「
テ
ラ
ヨ
ガ
」
開
催
中

毎
週
水
曜
日(

１
９
時
～)

、
氷
川
神
社

大
広
間
で
ヨ
ガ
講
座
を
開
催
中
で
す
。

お
気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

氷川神社 神幸祭
日時：令和６年８月２４日(土)

１０～１２時(予定)
巡幸路：高円寺駅南北広場ロータリー

担ぎ手募集
対象：原則、氏子地域にお住まい、仕事をされて

いる方、学んでいる方、前回担がれた方(応相談)
連絡先：
氷川神社・紺谷大進
03-3314-4147

Email：kontani.daishin@koenji-hikawa.com
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